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環境対応 リモート監視機能付 OTN対応 10G メディアコンバータ 

ＤＮ6710Ｅ（Ｒｅｖ．C以降） 
 

取扱説明書 
 

 

 

製品仕様はＨＰ上の仕様書を参照下さい。 

 
 

 
 

指指定定用用途途以以外外ににはは使使わわなないいでで下下ささいい！！  
10GBASE-R/OTU2e の光変換以外の用途にはお使いにならないで下さい。 

また仕様の項目を超えない範囲でお使い下さい。 
 

分分解解ししなないいでで下下ささいい！！  
取付けてあるカバー類は取り外さないで下さい。分解された場合は一切の保証をいたしません。 
 

製製品品はは大大事事にに扱扱っってて下下ささいい！！  
誤って落としたり、ぶつけたりしますと製品の性能を低下させますので十分にご注意下さい。 
 

異異常常がが起起ききたたらら直直ちちにに使使用用中中止止！！  
使用上、煙・臭い・発火などの異常に気がついた場合には、直ちに使用をやめ点検・修理に出して下さい。 
 

条条例例にに従従っってて産産業業廃廃棄棄物物ととししてて廃廃棄棄ししてて下下ささいい！！  
本装置を廃棄するときは、地方自治体の条例に従って産業廃棄物として処理して下さい。 
 

電電波波障障害害自自主主規規制制ににつついいてて！！  
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスＡ情報技術装置です。

この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な対策

を講ずるよう要求されることがあります。 
 

  

本本製製品品ののごご使使用用ににああたたっってて！！  
本製品は、人命に関わる場合（医療、航空、原子力、軍事等）や高度な安全性や信頼性を必要とするシステ

ムへの使用または機器組込みでの使用を意図した設計および製造は行っておりません。 

従いまして、これらのシステムへの使用や機器に組み込んで本製品が使用されることによって、お客様もしく

は第三者に損害が生じても、かかる損害が直接的、間接的または付随的なものであるかどうかにかかわりな

く、弊社は一切の責任を負いません。 

お客様の責任におきまして、このようなシステムへの使用または機器に組み込んで使用する場合には、使用

環境や条件等に充分配慮し、システムの冗長化などによる故障対策や、誤動作防止対策などの安全性・信

頼性の向上対策を施すなどご注意願います。 
 

大電株式会社 
 

安全にご使用いただくために（使用上の一般的注意事項） 

ご使用の前に必ずお読み下さい。 

2024.4.1(9.0版) 
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警告 
      ・・専専用用のの MMCC 収収納納 BBOOXX ももししくくははララッッククをを使使用用ししてて下下ささいい。。  

火災や感電、故障の原因となります。 
 

      ・・水水ににつつけけたたりり、、水水ををかかけけたたりりししなないいでで下下ささいい。。  
漏電による火災や感電、故障の原因となります。 

 

      ・・浴浴室室やや加加湿湿器器ののそそばばななどど湿湿度度のの高高いい所所でではは使使用用ししなないいでで下下ささいい。。  
漏電による火災や感電、故障の原因となります。 

 

   ・・静静電電気気注注意意！！  
本製品は、静電気に敏感な部品を使用しています。静電気による故障・誤動作を防ぐため、製品に 

触れる前には除電を行って下さい。 

 

注意 

        ・・  濡濡れれたた手手でで製製品品にに触触れれなないいでで下下ささいい。。  
故障や感電の原因となることがあります。 

  

      ・・  本本装装置置ををスストトーーブブななどどのの熱熱器器具具ののそそばばにに置置かかなないいでで下下ささいい。。  
ケーブルの被覆が溶けて火災や感電の原因となることがあります。 

  

      ・・  本本装装置置をを直直射射日日光光のの当当たたるる所所やや温温度度のの高高いい所所でで使使用用ししなないいでで下下ささいい。。  
内部の温度が上がり火災や故障の原因となることがあります。 

  

      ・・  放放熱熱ススリリッットトやや隙隙間間にに針針金金やや金金属属物物ななどどのの異異物物をを入入れれなないいでで下下ささいい。。  
内部に触れ感電やけが､故障の原因となることがあります。 

 

      ・・  放放熱熱ススリリッットトをを塞塞ががなないいでで下下ささいい。。  
スリットを塞ぐと内部に熱がこもって故障の原因となります。 

 

      ・・  本本装装置置ををほほここりりのの多多いい所所やや油油煙煙ののああたたるる所所でで使使用用ししなないいでで下下ささいい。。  
火災や故障の原因となることがあります。 

  

      ・・  本本装装置置をを不不安安定定なな場場所所ままたたはは振振動動やや衝衝撃撃のの多多いい場場所所にに置置かかなないいでで下下ささいい。。  
落下などにより、けがや故障の原因となることがあります。 

      

      ・・  本本装装置置ははククララスス１１レレーーザザ製製品品でですす。。（（対対象象：：SSFFPP++モモジジュューールル））  
SFP+はクラス１レーザを使用しています。クラス１レーザは合理的に予知可能な運転条件で安全で

あるレーザです。 
 

      ・・  光光ココネネククタタ清清掃掃ののおお願願いい。。  
本装置は光ファイバとの接続に光コネクタを経由して光信号を伝送しています。光コネクタが埃等

で汚れていた場合、正常に光信号を伝送できないだけでなく、光モジュール内に汚れが付着し、簡

単に清掃ができなくなりますので必ず光コネクタ清掃後に接続頂くようお願いします。 
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１．装置各部の説明／付属品 

                        本   体                       － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブランドシール 

型番シール 

（上面） 

DN6710E

1 2 3 4  
O N↓  

OPT1　 　　　OPT2

1 2 3 4  
O N↓  

電源コネクタ 

冷却用排気口 

（背面） 

（側面） （側面） （裏面） 

ロットシール 

SPEED 設定スイッチ MODE 設定スイッチ 

（前面） 

OPT2 ﾎﾟｰﾄｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 

（ＳＦＰ＋） 
OPT1 ﾎﾟｰﾄｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 

（ＳＦＰ＋） 

 

静電気警告シール 
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                     表 示 Ｌ Ｅ Ｄ                         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

＊1：中継 OAM 無効設定が伝送路上にある場合は、中継 OAM 無効機器の電源断発生でも検出する可能性

があります(下図参照下さい)。 
 

 

 

 

 

 
  機器 Aの R1-PW 消灯時：機器 B もしくは機器 C の電源断を検出 

  機器 Aの R2-PW 消灯時：機器 D もしくは機器 Eの電源断を検出 

  機器 Cの R1-PW 消灯時：機器 A もしくは機器 Bの電源断を検出 

  機器 Cの R2-PW 消灯時：機器 D もしくは機器 Eの電源断を検出 

  機器 Eの R1-PW 消灯時：機器 C もしくは機器 Dの電源断を検出 

  機器 Eの R2-PW 消灯時：機器 A もしくは機器 Bの電源断を検出 

OPT1　 　　　OPT2

1 2 3 4 
ON↓  

1 2 3 4 
ON↓  

DN6710E 

端末 OAM有効 
DN6710E 

端末 OAM有効 

DN6710E 

中継 OAM無効 

DN6710E 

中継 OAM無効 

DN6710E 

中継 OAM有効 

A B C D E 

電源/モード状態表示 LED 
（電源供給時に点灯(緑)） 

（MC異常時点滅(緑)） 

光ﾎﾟｰﾄ（OPT1）状態表示 LED 
(光信号受信時点灯(緑)) 

端末時：OPT2 側リモート中継電源/モード 

中継時：OPT1 側リモート端末電源/モード 

状態表示 LED＊1 
（電源供給時に点灯(緑)） 

（電源異常時に消灯） 

（MC異常時点滅(緑)） OPT2 側リモート端末 OPT1 状態表示 LED 
(光信号受信時点灯(緑)) 

（リモート状態取得不可時点滅(緑)） 

 

端末時：OPT2 側リモート中継 OPT2 

中継時：OPT1 側リモート端末 OPT2 

状態表示 LED 
(光信号受信時点灯(緑)) 

（リモート状態取得不可時点滅(緑)） 

 

光ﾎﾟｰﾄ（OPT2）状態表示 LED 
(光信号受信時点灯(緑)) 

OPT2 側リモート端末 OPT2 状態表示 LED 
(光信号受信時点灯(緑)) 

（リモート状態取得不可時点滅(緑)） 

 

OPT2 側リモート端末電源 

/モード状態表示 LED＊1 
（電源供給時に点灯(緑)） 

（電源異常時に消灯） 

（MC異常時点滅(緑)） 

端末時：OPT2 側リモート中継 OPT1 

中継時：OPT1 側リモート端末 OPT1 

状態表示 LED 
(光信号受信時点灯(緑)) 

（リモート状態取得不可時点滅(緑)） 
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                        設 定 Ｓ Ｗ                     － 
 
スイッチの設定と動作モード（MODE SW） 
 

SW１：端末/中継の設定を行います。 

     押上時：中継設定 / 押下時：端末設定 

 

SW２：OAM 機能の設定を行います。 

     押上時：OAM(リモート監視)機能 OFF / 

     押下時：OAM(リモート監視)機能 ON 

 

SW１-２組合せにて表 1 のように動作モードが決定します。 

表 1 モード設定について 

MODE SW 動作モード SNMPモジュール表示 

SW1 押上時-SW2 押上時 中継 OAM無効 MiddlePoint-noreplyOAM 

SW1 押上時-SW2 押下時 中継 OAM有効 MiddlePoint-replyOAM 

SW1 押下時-SW2 押上時 端末 OAM無効 NoSupportOAM 

SW1 押下時-SW2 押下時 端末 OAM有効

(OPT2 側のみ) 

EndPoint 

 

  SW３：Link 保護機能の設定を行います。 

        押上時：Link 保護機能 OFF / 押下時：Link 保護機能 ON 

      端末の動作モードでないと有効になりません。 

 
  SW４：Link 保護機能有効時の保護時間の設定を行います。 

        押上時：0 秒 / 押下時：0.5 秒 

      SW３を ON時のみ、保護時間の設定が反映されます。 

 

 

スイッチの設定と動作モード（SPD SW） 

  SW１-２（３－４）組合せにて表 2 のように動作速度が決定します。 

表 2 速度設定について 
 SW2（SW4）押上時 SW2（SW4）押下時 

SW1（SW3）押上時 10GBASE-R動作 eFECI.7 動作(OTU2e) 

SW1（SW3）押下時 RS FEC 動作(OTU2e) eFECI.4 動作(OTU2e) 

SW1-2：OPT1 側の速度設定、SW3-4：OPT2 側の速度設定となります。 

 

  ※：10GBASE-R設定時には FEC 動作しません。OTU2e 設定時にしか FEC 動作は有効 

になりません。 

  ※：eFECI.4 と eFECI.7 で FEC による伝送距離に差はありません。DN6710E(Rev.C 以降) 

同士で eFECI.4 または eFECI.7での使用を検討されている場合には、低消費電力の 

eFECI.7 動作で使用下さい。 

 

 

 

1 2 3 4 
ON↓  

OPT1　 　　　OPT2

1 2 3 4 
ON↓  
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スイッチの設定優先度について 

表 3 動作設定について 

設定優先度 SPD SW MODE SW 動作モード 

1 SW3,4押上時 

10GBASE-R 

モード 

設定不可 OPT1-OPT2ポート共に:10GBASE-R になります 

OAM 設定不可のため両ポートとも OAM 無効になります 

2 SW1,2押上時 

10GBASE-R 

+ 

OTU2eモード 

SW1 

設定不可 

MODE SW側 SW2 押上時:端末 OAM 無効モード) 

OPT1側 10GBASE-R/OPT2 側 OTU2e になります 

MODE SW側 SW2 押下時:端末 OAM 有効モード) 

OPT1側 10GBASE-R/OPT2 側 OTU2e になります 

3 各 SWの設定にて動作 

注：OPT1側OTU2e/OPT2側10GBASE-Rの設定はできません。 

 

                       別   売   品              －           
 

下記部材については、添付していませんので別にご準備下さい。 
 

・SFP+モジュール： 

SFP MSA規格に準拠した SFP+モジュールをご使用下さい。 

DMI機能付きの SFP+では SNMP搭載のラック実装時には光レベルの監視可能です。詳細については 

ラックの取扱説明書を参照下さい。 

当社のラインアップ品と組み合わせ時のみ動作保証致します。 

なお、温度保証および OAM 監視の点から当社 SFP+を使用することをお勧めします。 
 

・コネクタ付光コード： 

使用するＳＦＰ＋モジュールに合うように選択ご使用下さい。 

なお、当社ラインナップ品ＳＦＰ＋を使用する場合はＳＦＰ＋仕様書を参照して下さい。 
 



 7 

２．概要 
 本製品は10GBASE-R信号とOTU2e信号、10GBASE-R信号同士もしくはOTU2e信号同士を

相互変換やリモート監視機能を持つ光/光メディアコンバータです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【モード機能について】 

本装置には動作モードが 4種類（端末(End)OAM有効、端末(End)OAM無効、中継(Middle)OAM

有効、中継(Middle)OAM 無効）あります。各用途に適した設定で使用下さい。 

・端末（End）OAM 有効：ＳＷ－ＨＵＢ等の端末器と接続する場合に設定して下さい。 

          OPT1 側を端末器と接続することで OPT2 側の機器の監視が可能になります。 

           リモート監視対象として端末モード設定機器は 2 台までとなります。 

・端末（End）OAM 無効：ＳＷ－ＨＵＢ間等での光⇔光変換時に設定して下さい。 

           OAM は非対応になり、監視はできません。 

・中継（Middle）OAM有効：6710端末伝送路間に接続する場合に設定して下さい。OPT1,2側の 

           端末側機器の監視が可能です。また、端末器からの監視対象 MC となります。 

           リモート監視対象として中継モード設定機器は 1 台までとなります。 

・中継（Middle）OAM無効：6710端末伝送路間に接続する場合に設定して下さい。OPT1,2側の 

           端末側機器の監視が可能です。なお、端末器からの監視対象外となります。 

 

 

 

 

 
※各動作モードでは監視機能等の動作が異なりますので、詳細については各動作の説明を参照して下さい。 

 

MC MC 

光 

SW- 
HUB 

SW- 
HUB 

光 光 

MC MC 

光 

OPT1 OPT1 OPT1 OPT2 OPT2 OPT2 

端末 OAM有効 端末 OAM 有効 中継 OAM 有効 

 

MC MC 

光 

SW- 
HUB 

SW- 
HUB 

光 端末 OAM 無効 

10GBASE-SR SW-HUB 

SMF2 心 10km 

10GBASE-LR SW-HUB 

  

10GBASE-SR SW-HUB 

SMF1 心 20km/40km/70km 

MMF2心 

33m/82m/300m 

10GBASE-SR SW-HUB 

MMF2心 

33m/82m/300m DN6710E(端末 OAM有効) 

DN6710E(端末 OAM有効) 

10GBASE-SR SW-HUB 

SMF2 心 80km 

MMF2心 

33m/82m/300m 

DN6710E 

(端末 OAM有効) 

SMF2 心 80km 

DN6710E(中継 OAM有効) 

10GBASE-SR SW-HUB 

DN6710E 

(端末 OAM有効) 

OTN(Optical Transport Network) 
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【リンク保護機能について】 

本装置にはリンク保護機能があります。リンク保護機能とは、メディアコンバータ（以下MC）で

受信のリンク断を検出した場合にリンク断を伝送するのを一定時間遅らせる機能です。この機能

により、MCを挟んで対向するSW-HUB間等の伝送路が一瞬切断されたときなど、両方の

SW-HUBに伝送路の切断を通知しません。 

この機能は、SW-HUB等両端末機器間で伝送されるLFS信号を制御することで実現しています。

SW-HUB等の機器でLFS機能をサポートしていない場合は経路全体としてリンク保護機能は動作

しませんので、あらかじめ相互接続試験を行うことをお勧めします。 

※リンク保護機能は端末モード時のみ設定可能です。中継モード時は無効になります。 

※保護時間については、0秒と0.5秒の設定が可能です。端末～端末間でのリンク断について

は1.1秒間リンクを保持し、対向器（SW-HUB）～端末間のリンク断については設定時間（0秒

/0.5秒）リンクを保持します。 

※リンク断が発生し保護時間内にリンクが復旧しなかった場合は、伝送路全体がリンクダウン

となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注：○リンクアップ状態/●リンクダウン状態 
 

 

リンク保護有

効 

リンク保護有効 

  Idle 

SW- 
HUB 

リンク保護有

効 

リンク保護有

効 

瞬断発生 

× 

  Idle 

リンク保護有

効 

リンク保護有

効 

瞬断発生 

× 

リンク保護有

効 

リンク保護有

効 

瞬断 

× 

瞬断 

× 

  Idle 

  Idle 

SW- 
HUB 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT2 OPT1 

MC 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT2 OPT1 

MC 

SW- 
HUB 

SW- 
HUB 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT2 OPT1 

MC 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT2 OPT1 

MC 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 

○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 

リンク保護有

効 

リンク保護有効 

Remote Fault 

Remote 

Fault 

リンク保護有

効 

リンク保護有

効 

リンク断 

× 

リンク断 

× 

Remote 

Fault 

Remote Fault 
SW- 
HUB 

SW- 
HUB 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT2 OPT1 

MC 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT2 OPT1 

MC 

○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● 

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ 

瞬断発生 

リンク断発生（保持時間超

過） 
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【リモート監視機能について】 
本装置にはリモート監視機能があります。リモート監視機能とは、管理パケット(OAM)のやり取

りによって、光側対向ＭＣの動作状態、リンク状態を監視する機能です。各状態は前面向かって

左側 6 個の LED で確認が可能となります。リモート MC 監視機能の対象は、6710E のみとなりま

す（6820E が間に入っていた場合は監視できません）。 

リモート監視機能については各動作モードにおいて正常に動作する条件が異なります。 

・端末（End）OAM 有効：OPT2 側の対向機器が端末設定/中継（OAM Enable）設定の場合のみ

動作します。OPT1 側を必ず SW-HUB 等の端末機器と接続して下さい。 

・端末（End）OAM 無効：監視機能はありません。 

・中継（Middle）OAM 有効：OPT1,2 側の対向機器が 6710E 端末設定の場合のみ動作します。 

        また、端末から監視対象になります。伝送路内で必ず MC1 台のみ OAM 機能を 

        ONにして下さい。 

・中継（Middle）OAM 無効：OPT1,2 側の対向機器が 6710E 端末設定の場合のみ動作します。 

          なお、端末から監視対象外になります。伝送路全体で最大カスケード台数を超え 

          ないで下さい。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

※OAMは OTU2e フレームの Over Head部に挿入しますので通常の通信には影響を与えませ

ん。端末時にOPT1側の対向機器へOAMが漏れることもありません（OAMは大電独自のパ

ケットです）。10GBASE-R動作時は、必然的に OAM は無効になります。 

※SNMP での監視機能は、SNMPⅢ（FirmV2.03 以降）での対応となり、SNMP や SNMPⅡ、

SNMPⅢ（FirmV2.02 以前）では非対応となります（詳細については、ラックの取扱説明書を参

照下さい）。 

 

DN6710E 

端末 OAM有効 

DN6710E 

端末 OAM有効 

状態通知 状態通知 

DN6710E 

中継 OAM無効 

DN6710E 

中継 OAM無効 

DN6710E 

中継 OAM有効 

監視対象 MC ※MC は左側が OPT1 

状態通知 状態通知 
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【ループバック試験機能について】 
 本装置を SNMP搭載のラック実装にて、ループバック試験機能が可能になります。ループバック

試験機能とは、光側でのテストパケットの伝送により光伝送路の異常がないかを確認する機能で

す。ループバック試験の対象は、6710E端末設定および中継・OAMとなります（6820Eが間に入っ

ていた場合はループバックできません）。 

  ループバック試験機能については各動作モードにおいて正常に動作する条件が異なります。 

・端末（End）OAM有効：OPT2側の対向機器が 6710E端末 OAM有効および中継 OAM有効の

場合に、6710E 端末 OAM 有効宛および中継 OAM 有効宛にループバック試験を

実施します。 

・端末（End）OAM 無効：ループバック試験機能はありません。 

・中継（Middle）OAM 有効：OPT1 側および OPT2 側の対向機器が 6710E 端末 OAM 有効の場

合に、6710E 端末 OAM 有効宛にループバック試験を実施します。 

・中継（Middle）OAM 無効：ループバック試験機能はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ループバック試験は OAM にて行いますので通常の通信には影響を与えません。 

※ループバック試験は SNMPⅢ（FirmV2.03 以降）での対応となり、SNMP や SNMPⅡ、SNMPⅢ

（FirmV2.02 以前）では非対応となります（詳細については、ラックの取扱説明書を参照下さ

い）。 

 

３．種々の接続 
              Ｓ Ｆ Ｐ + モ ジ ュ ー ル の 接 続                
①SFP+をスロットに差込み「カチッ」と音がするまで確実に 

差込んで下さい。なお、差込む際にはハンドルを上げた 

状態で差込んで下さい。 

②SFP+モジュールを取外すときは、まず光ケーブル 

を取外して下さい。 

③SFP+のハンドルを下げてスロットへの固定を解除します。 

④SFP+本体を持って引抜いて下さい。 

 

注：SFP+モジュールは高温になっている場合がありますので 

  作業時は十分注意して下さい。 

 

 

 

 

※MC は左側が OPT1 

DN6710E 

中継 OAM無効 

DN6710E 

中継 OAM無効 

DN6710E 

中継 OAM有効 

DN6710E 

端末 OAM有効 

DN6710E 

端末 OAM有効 

ループバック試験対象 MC 

ハンドル 

カカチチッッ  
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               光  コ  ネ  ク  タ  の  接  続            － 
当社ラインナップ品 SFP+に適用します。 

 

【各シリーズ共通注意事項】 

①光ファイバにねじれや無理な張力が加わらないように注意し、ファイバの曲げ半径を 

30mm以上確保して下さい。 

②LC コネクタがロックされていることを確認して下さい。 

    ※LC コネクタが突当たるまで奥に差込んで下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ※光コネクタを接続していない時は、 

ゴミ等が入らないように必ず SFP+ 

付属のゴムキャップを取付けて下さい。 

 
【OPTポートが 2 心用（LC コネクタ）の場合】 

対向側に規格準拠機器（もしくは相互接続性のあるシリーズの機器）が接続されていることを 

  確認し、本体に LC コネクタを接続して下さい。 
※接続可能な SFP+の型番等の情報に関しましては当社 SFP+の仕様書を参照下さい。 
※対向側の TX部と本体側の RX(本体右側)部、対向側の RX部と本体側の TX(本体左側)部と接続して

下さい。 
 

※LC コネクタを取外す際には、レバーロックの 

つまみ部を押した状態でコネクタを引抜いて 

下さい。ロックされた状態で無理に引抜くと、 

コネクタや装置を破損する恐れがあります。 

 

４．接続状態の確認 

 

電源の確認 
専用電源 BOX もしくはラックに挿入した状態で 

本体表示 LED の「POWER」が緑色に点灯して 

いることを確認して下さい。（右図赤矢印） 

 

光ケーブルの確認 
光側対向機器と光ファイバを接続した状態で 

本体表示 LED の「OPT*」が緑色に点灯する 

ことを確認して下さい。（右図青矢印） 
※光ケーブルを介して接続されている装置の電源が投入されていない場合には確認できません。 

1 2 3 4 
ON↓  

OPT1　 　　　OPT2

1 2 3 4 
ON↓  

突当たるまで押込む 

ゴムキャップ 

ＲＸ 

ＴＸ 
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５．ＳＷの設定及び注意 

              Ｓ  Ｗ  の  設  定             － 
SW の設定は、精密ドライバー（マイナス）やシャープペン等先の 

細いものを用いて SW レバーを押下げ（または押上げ）て下さい。 
※SW は下向きで「ON」となります。 

※設定変更時以外は不用意に SWに触れないように注意して下さい 

※別売のラックオプション（DNHD12E 等）に実装して、オプション品 

「SNMPユニット」から設定を行っている場合には、手動による SWの 

設定が有効になりません。 

 
             設  定  時  の  注  意            － 
・対向する機器間の速度は合わせて下さい。 

・OAM 監視機能を利用する場合は両端に必ず端末モード機器を配置して下さい。また、中継 

 モード機器を配置する場合は、必ず 1 台のみ OAM 機能 ONにして下さい。 

 

             設  置  時  の  注  意            － 
・必ず使用する SFP+を搭載し SW設定を実施してから、MCを専用電源BOXもしくはラックに設 

 置して下さい。その後に光ケーブルの接続をして下さい。 

・MC 本体背面の冷却用排気口は塞がないで専用電源 BOX もしくはラックに設置して下さい。 

・専用電源 BOX もしくはラックへの詳しい設置方法は使用する専用電源 BOX もしくはラックの 

 取扱説明書を参照下さい。 

 

           ラ ッ ク オ プ シ ョ ン 搭 載 時 の 注 意             
本装置を専用電源 BOX もしくはサブラックに搭載する場合は以下の条件を守って下さい。 

以下の制限を守らないと誤動作・故障の原因となります。 

 

購入済のラックに搭載する場合は、購入時期を確認下さい。購入時期が下表に該当する場合

は、ご使用のラック(本体、電源、モジュール)のRevisionを確認頂き、HPの「DN6710Eラック実装条

件」を参照し、使用条件を確認して下さい。下表に該当しない場合は、表5の使用条件のみに注

意下さい。（DNHD2E-FAN、DNHD4Eは購入時期の確認は不要です） 
 

表4 ラック購入時期 

ラック 電源 購入時期 ※1 

DNHD6E 
AC 電源 2014 年 2 月以前 

DC 電源 2016 年 2 月以前 

DNHD12E 

AC100V 電源 2014 年 12 月以前 

AC200V 電源 2015 年 9 月以前 

DC24V 電源 2017 年 10 月以前 

DC48V 電源 2014 年 12 月以前 

DC110V 電源 2018 年 5 月以前 

※1：ラック購入後に電源ユニットを交換している場合等は、初回のラック購入時期にて確認下さい。 
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 使用条件は DN6710E の搭載数で判断下さい（DN6710E 以外の MC は搭載数に含みません）。 
 

表 5 使用条件(※2) 

ラック 
DN6710E 

搭載数 

FAN タイプ 
搭載制限事項 

標準 高速 

DNHD2E 

-FAN 
１ ○ × 制限なし 

DNHD4E １～２ × ○ 制限なし(※3) 

DNHD6E １～２ × ○ DN6710Eの設定により搭載台数制限（※4） 

DNHD12E 

(※5) 

1～４ × ○ 制限なし（※6） 

５～６ × ○ 搭載する SFP+によって制限あり(※7) 

 

※2：各制限事項での環境条件に関しては仕様書を参照下さい。 

※3：1 台搭載時に空きスロットに他 MC を搭載可能です。 

※4：OPT1/OPT2 両ポートを FEC 有効で、かつ eFECI.4 を 1ポート以上使用する場合は、HPに掲載している

仕様書をご確認の上、ご使用ください。上記に該当しない場合は、特に制限なく空きスロットに他MCを搭

載可能です。 

※5：旧ラック DN-HD12（型式末尾に”E”がついていない製品）には搭載しないで下さい。 

   ラックに実装する電源の数によって DN6710E の搭載数に制約があります。詳細は使用するラックの仕様

書を参照ください。 

※6：空きスロットに他 MC を搭載可能です。 

※7：OPT1、OPT2に搭載する SFP+の消費電流レベルの合計値が 8以上かつ、2本とも消費電流レベル 4以

上の場合、搭載制限がかかる場合がありますので、HPに掲載している仕様書別紙の「DN6710Eラック実

装条件②」をご確認の上、ご使用ください。 

 
eFECI.4とeFECI.7でFECによる伝送距離に差はないため、eFECI.4で制限がかからない場合で

も低消費電力のeFECI.7を優先して使用下さい。 
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６．こんな時は 
 
 故障かなと思った場合には修理を依頼する前に確かめて下さい。 

 

 
確認①：専用電源 BOX もしくはラックを使用していますか？ 

確認②：MC本体はきちんと根元まで接続されていますか？ 

確認③：ラック搭載時の制限事項を守っていますか？ 
 

 

 
確認①：SFPはきちんと根元まで接続されていますか？ 

確認②：光コネクタの端面は汚損がなく確実にロックされていますか？ 
     コネクタの端面を清掃し、再度光コネクタを差込んで下さい。汚損した光コネクタを接続し、清掃を行っても改善 

されなかった場合には汚れが光モジュール内に付着している可能性がありますので、光モジュール内の清掃を 

行って下さい（清掃が不可能な場合は一旦返却下さい）。 

確認③：接続相手機器の電源は入っていますか？ 

確認④：接続相手機器のケーブルは接続していますか？ 

確認⑤：光ケーブルが断線や異常損失を起こしていませんか？ 
1 心用タイプの SFP は 1.3um 及び 1.5um(または 1.5um 及び 1.6um)の波長帯を用いた光伝送を行いますので、 

光伝送路は 1.3um 帯/1.5um 帯(または 1.5um 帯/1.6um 帯)のいずれの波長帯においても光許容損失値内である 

必要があります。 

 

 

 

確認①：電源は正常に入力されていますか？ 

確認②：光側対向 MC が監視対象になっていますか？ 
リモート監視対象 MC の MODE SW 側 SW2 が押下げ状態になっているかご確認下さい。 

確認③：リモート監視対象 MC の電源は入っていますか？ 

確認④：リモート監視対象 MCの OPT は点灯していますか？ 
R*-OPT* LED はリモート監視対象 MC のリンク状態を表示します。 

 

 

 
確認①：光ポートはリンクアップしていますか？ 

     光ポートがリンクアップしていない状態では、リモート側ＭＣの状態取得ができず点滅します。 

確認②：光側対向 MC は監視対象 MC ですか？ 
 光側対向器が同製品のみでしかリモート監視はできません。 

 

 

 
確認①：リモート監視対象 MC の電源は入っていますか？ 
     リモート電源断を検出しています。リモート監視対象ＭＣの電源状態をご確認下さい。 

 

 

 
確認①：リモート監視対象 MC は正常に動作していますか？ 
     リモート MC 異常を検出しています。リモート監視対象ＭＣの動作状態をご確認下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

POWER LED が点灯しない 

 OPT LED が点灯しない 

 R*-OPT* LED が点灯しない 

 R*-OPT* LED が点滅する 

 R*-PW LED が消灯する 

 R*-PW LED が点滅する 



 15 

 

 

確認①：光側対向 MC はループバック試験対象 MC ですか？ 
      光側対向器が同製品のみでしかループバック試験はできません。また、本装置及び光側対向のループバック試験

対象 MC がリンクアップしていないとループバック試験はできません。 

確認②：中継 OAM 無効設定又は端末 OAM無効設定になっていませんか？ 
本装置が中継 OAM 無効設定又は端末 OAM 無効設定になっている場合、ループバック試験はできません。 

 

 

 
確認①：SNMPで設定をしていませんか？ 

ラックオプション（DNHD12E 等）に実装してご使用されている場合、SNMP モジュールからの設定が有効になって 

いると、その設定で動作します。 

確認②：光ケーブル等接続した後に SFP+の抜差しや DIP SW の操作をしていませんか？ 
光ケーブル接続後に SFP+の抜差しや DIP SW を操作すると R*-OPT* LED および R*-PW LED 誤点灯する場合

があります。必ず、全ての設定が終了した後に光ケーブルを接続して下さい。なお、LED の表示が合っていない時

は一度光ケーブルを抜いて再度設置設定を確認後、光ケーブルを接続して下さい。 

 

 

  
確認①：SNMPで設定をしていませんか？ 

ラックオプション（DNHD12E 等）に実装してご使用されている場合、SNMP モジュールからの設定が有効になって 

いる場合や、対向機器からの設定変更の場合には、本装置の設定スイッチを切替えても設定は反映されません。 

SNMP モジュール側で設定を解除して下さい（詳しくは SNMP ユニットの取扱説明書をご確認下さい）。 

 

 

 
確認①：接続相手機器との速度は合っていますか？ 
      対向機器同士で 10GBASE-R と OTU2e を接続した場合は通信できません。また、OTU2e(RS FEC)と OTU2e 

(eFECI.4)、OTU2e(eFECI.7)でも通信はできません。速度設定をご確認下さい。 

確認②：10241Ｂｙｔｅ以上のパケットではないですか? 
      本製品をリンク保護機能有効で動作時のパケットは 10240Byte までとなっています。ショートパケット（63Byte 

以下）や 10241Ｂｙｔｅ以上のロングパケットは正常に伝送できない場合がありますので、ご使用のパケット長を 

ご確認下さい。 

 

 設定が変更できない 

 通信できない 

 LED の表示が設定と合っていない 

 ループバック試験ができない 
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製品保証 
 

 本製品の保証内容は以下のとおりです。 
 

保証期間 ： 当社出荷日起算から６年間 
 

保証内容 ： 代替品の無償提供（先出しセンドバック方式） 
 

 ＊保証期間内であっても、次の場合は保証外となりますのでご了承ください。 

   ・取扱説明書に記載の使用方法や注意事項に反するお取り扱い及び不当な修理や改造によって 

    生じた故障及び損傷 

   ・仕様書に記載の環境条件(温度・湿度)や使用条件、入力電圧に反するお取り扱いによる故障及び損傷 

   ・ご購入後の輸送、移動中の落下等、お取り扱いが不適当なために生じた故障及び損傷 

   ・火災、地震、風水害、落雷、その他天災地変による故障及び損傷 

 ＊代替品の受付は 9:00～17:00 となります（土・日・祝日および当社休日を除く）。 

製品在庫や受付時間によっては当日出荷できない場合があります。 

 ＊保証期間については、製品に貼付しているロットシールのロットナンバー・シリアルナンバーにて判別可能

であるため、保証書の添付はございません。 
 

     Lot：○○△－□□□ 〇〇：製造年（西暦年下 2 桁表示） 

△：製造月（ただし、10 月:Ｘ,11月:Ｙ,12 月:Ｚ） 

□□□：製造番号（3 桁表示） 

Rev.：◇  ◇：リビジョン（アルファベット 1文字表示） 

S/N：×××  ×××：シリアルナンバー（最大 3 桁表示） 
 

     例）Lot：22Z－001 Rev.：A S/N：50 ⇒ 2022 年 12 月製造、製造番号 001 リビジョン A シリアルナンバー50 

 

 

お問い合わせ 
 

製品に関するお問い合わせや代替品の受付は下記連絡先にお問い合わせください。 

製品故障の場合、「こんな時は」に従ってご確認いただき、なお異常の場合には異常

内容をご連絡ください。 
 

     『営業窓口』 大電株式会社 ネットワーク機器部 各営業所 
 
     コールセンター(テクニカルサポート窓口)     ： 0120-588-545 (携帯にも対応) 

                                     受付：8:30～12:00/13:00～17:00 

（土・日・祝日および当社休日を除く） 

                                              e-mail：dyden-network@dyden.co.jp 

         受付：24 時間 
 

    東   京：〒113-0033 東京都文京区本郷 2-3-9 ツインビュー御茶ノ水３階 

             TEL : 03-5684－2100 【代表】     ＊担当地区：北海道・東北・関東・甲信越地区 
 

     名 古 屋：〒460-0002 愛知県名古屋市中区丸の内 1-15-20 ie 丸の内ビルディング４階 

             TEL : 052-211－1888 【代表】     ＊担当地区：東海地区 
 

大   阪：〒541-0041 大阪市中央区北浜 4-7-28 住友ビルディング２号館１階 

             TEL : 06-6229－3535 【代表】     ＊担当地区：関西・北陸・中国・四国地区 
 

     九   州：〒849-0124 佐賀県三養基郡上峰町堤 2100-19 

             TEL : 0952-52－8546 【代表】     ＊担当地区：九州・沖縄地区 

file:///C:/Users/yasui/Desktop/仕様書･取説対応/作成中/dyden-network@dyden.co.jp

